
 

 

（様式－１ 表紙） 

 

 １ 調査名称：備前市都市計画道路見直し案検討業務 

 

 

 ２ 調査主体：備前市 

 

 

 ３ 調査圏域：備前市 

 

 

 ４ 調査期間：平成 21 年度 

 

 ５ 調査概要： 

本市の既決定都市計画道路について多様な観点から評価を行い、必要性を明ら

かにしたうえで、都市計画道路の見直し素案を作成するものである。 

本市の都市計画道路網について将来交通量配分を実施し、推計交通量と交通容

量から必要車線数の検討を行い、将来的に必要となる車線数を明らかにした。ま

た、まちづくりの観点から評価指標を設定し各見直し対象区間の必要性と計画実

施の困難性について評価を行った。必要車線数、まちづくりからみた評価結果か

ら見直し対象路線の整備の方向性(存続、変更、廃止)を明らかにし、備前都市計

画道路網見直し(素案)を策定した。 

 

  

 



 

 

（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名：備前市都市計画道路見直し案検討業務 

 

 ２ 報告書目次 

 

第１章 業務概要 
1.1 業務の目的 

1.2 業務の流れ 

第２章 備前市の都市計画道路をとりまく現況 
2.1 備前市の歴史 

2.2 備前市の地域特性 

2.3 備前市の将来都市構造 

2.4 都市計画道路見直しの必要性 

第３章 見直し検討路線の選定 
3.1 選定条件の整理 

3.2 見直し検討路線選定結果 

3.3 見直し検討区間の設定 

3.4 評価カルテ①：見直し検討路線の選定 

第４章 将来交通需要からみた評価 
4.1 将来交通量推計 

4.2 将来交通需要からみた必要車線数の検討 2 

第５章 まちづくりからみた評価 
5.1 評価項目の整理 

5.2 評価基準の設定 

5.3 各路線の評価(チェックシート：見直し評価指標) 

第６章 見直し検討路線の評価 
6.1 評価カルテ②：見直し検討路線の検証 

6.2 見直しの方向性評価結果 

第７章 見直し案の作成 
7.1 見直し案の検討 

7.2 評価カルテ③：見直し路線の変更・評価 

7.3 ネットワークの妥当性の検証 

第８章 都市計画道路網見直し素案の作成 

参考資料 

 1.交通量調査 

 2.概算事業費 

 3.用語集 



 

 

                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

 

 委員会等設置無し 

 

 

 ４ 委員会名簿等 

 

 委員会等設置無し 

 

 

 

 



 

 

（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

近年の人口減少の見通し、経済の低成長、市街地拡大の収束等の社会情勢の変

化や都市を取り巻く状況の変化に伴い、都市計画決定時の路線の必要性が変化し

ている。また、厳しい財政状況のもと事業が進まず長期にわたって未着手となっ

たままの路線が多数在しており、その間も建築制限により土地利用が制限されて

いる。 

このような背景から、備前市の既決定都市計画道路について多様な観点から評

価を行い、必要性を明らかにしたうえで、都市計画道路網の再編案を作成するも

のである。 

 

 ２ 調査フロー 

 

1)基礎データの収集整理
・社会経済指標（地区別人口 他）
・交通指標（センサス交通量 他）
・土地利用（施設配置、都市計画 他）
・都市計画道路に関するデータ
・上位関連計画

1)将来交通需要からみた評価

①交通量配分モデルの作成

・見直し様式：評価カルテ①の作成
・見直し評価区間の設定

1)見直し案の検討・立案

2)ネットワークの妥当性の検証

2)概算事業費の算定

②将来交通量推計

③将来交通需要からみた必要車線数の評価

2)まちづくりからみた評価

①評価指標の整理

②まちづくりからみた必要性、実現性の評価

・見直し様式：チェックシートの作成

3)見直し候補路線の抽出

・見直し様式：評価カルテ②の作成

・見直し様式：評価カルテ③の作成

・岡山県都市計画
道路見直しガイド
ライン



 

 

 

 ３ 調査圏域図 

 

備前都市計画区域 

 



 

 

（様式－３ｂ 調査成果） 

 

 ４ 調査成果 

４．１ 備前市の都市計画道路をとりまく現況と都市計画道路見直しの必要性 

少子高齢化の進行とこれに伴う人口の減少や地球環境問題等の社会情勢が変化してき

ており、備前市も人口減少、高齢化などの問題が顕在化してきている。 

また、そのような変化を受け、備前市の将来都市像も市街地や拠点の拡大を抑制する

方向に施策を転換し、「コンパクトでまとまりのあるまちづくり」を推進している。 

備前市の都市計画道路は、社会情勢や将来都市像の変化から、計画決定された時点に

比べ、道路の必要性が変化してきており、代替道路等の整備による必要性の低下や長期

未着手による建築制限などの課題を抱えている。さらに、都市計画道路についてもより

一層の効率的な整備が求められること等から、都市計画道路の見直しが必要である。 

◆備前市における都市計画道路の現状 

  ・低い改良率（約 13%） 

  ・50 年以上の長期未着手路線又は未改良区間が多数存在 

  ・都市計画法 53 条による長期の建築制限 

◆備前市の将来都市像 

 「コンパクトでまとまりのあるまちづくり」 

◆備前市の現状 

  ・人口減少 

  ・早い高齢化の進展 

◆道路整備に関する環境の変化 

  ・交通量予測の見直し 

  ・道路構造令の改正 

  ・都市計画法等の改正 

備前市の都市計画道路の見直し 

◆社会情勢の変化 

  ・人口減少、超高齢化の社会の到来 

  ・市街地拡大の収束 

  ・厳しい財政状況 

  ・まちづくりに関する意識の高まり 



 

 

 

４．２ 見直し検討路線の選定 

１）選定条件の整理 

見直し検討路線は、｢岡山県都市計画道路見直しガイドライン 平成 17 年 3 月 

岡山県｣を参考に、以下に示す条件に該当する路線とした。 
 
■見直し検討路線の選定条件 

都市計画決定(当初決定)から 30年以上※経過している未整備の都市計

画道路で、今後も具体的な整備予定がない路線 

※平成 22 年 3 月時点 

 

２）見直し検討路線選定結果 

以下に備前市の見直し検討路線の選定結果を示す。 

 

●表 見直し検討路線一覧 
見直し検討路線の選定
都決30年

以上
事業化の

予定
3 ･4 ･1 伊部畠田線 S48 S48 16.0 5.19 0.00 0.0% 36年 なし 対象 一部(県)西大寺備前線

3 ･4 ･2 畠田三石線 S48 S55 21.5 19.32 1.20 6.2% 36年 なし 対象 国道2号

3 ･4 ･3 東片上畠田線 S48 S59 16.0 9.38 2.75 29.3% 36年 なし 対象 一部国道250号

3 ･5 ･4 伊部東西線 S48 S48 13.0 1.64 0.00 0.0% 36年 なし 対象
3 ･5 ･5 伊部駅前線 S48 S48 12.0 0.30 0.17 56.7% 36年 なし 対象
3 ･4 ･6 下り松開ヶ丘線 S48 S48 16.0 1.95 0.56 28.7% 36年 なし 対象
3 ･4 ･7 新田１号線 S48 S48 16.0 0.24 0.00 0.0% 36年 なし 対象
3 ･4 ･8 新田２号線 S48 S48 16.0 0.20 0.00 0.0% 36年 なし 対象
3 ･5 ･9 浦伊部鶴海線 S48 S48 13.0 5.65 0.00 0.0% 36年 なし 対象 一部(県)備前牛窓線

3 ･4 ･10 片上駅前線 S48 S48 16.0 0.47 0.17 36.2% 36年 なし 対象
3 ･5 ･11 流川峠線 S48 S48 13.0 0.51 0.00 0.0% 36年 なし 対象
3 ･5 ･12 西片上穂浪線 S48 S48 13.0 5.34 0.00 0.0% 36年 なし 対象 国道250号

3 ･5 ･13 塩谷大東線 S48 H3 13.0 1.42 1.42 100.0% 36年 改良済 対象外
3 ･5 ･14 大渕線 S48 S48 13.0 0.20 0.00 0.0% 36年 なし 対象
3 ･4 ･15 伊里中穂浪線 S48 S48 16.0 3.24 0.00 0.0% 36年 なし 対象 (県)穂浪吉永停車場線

3 ･5 ･16 須通線 S48 S48 13.0 1.06 0.00 0.0% 36年 なし 対象
3 ･5 ･17 天盛館船坂線 S48 S48 13.0 2.06 0.00 0.0% 36年 なし 対象
7 ･6 ･18 片上１号線 S57 S57 9.0 0.24 0.24 100.0% 27年 改良済 対象外
2 ･3 ･1 駅前線 S28 S28 12.0 1.10 1.10 100.0% 56年 改良済 対象外 国道250号

2 ･3 ･2 吉ヶ浦岩鼻線 S28 S28 12.0 0.20 0.20 100.0% 56年 改良済 対象外
1 ･小･3 四軒屋南小路線 S28 S28 8.0 0.17 0.00 0.0% 56年 なし 対象
合計 59.88 7.81 13.0%

番号 路線名 判定
当初
決定

最終
決定

代表
幅員
(m)

計画
延長
(km)

改良
延長
(km)

改良率 備考

 
 



 

 

 

４．３ 将来交通需要からみた評価 

１）評価の流れ 

①一般化時間最小ルートサーチＭＧＴＲ法（Minimum Generalized Time Route Search 

Method）を用いた確率配分法を用いた。 

②現況ネットワークと H17 センサス H17OD 表を用いた交通量配分結果と H17 センサス調

査結果を比較検証することで、再現性が確保された推計モデルを作成した。 

③再現性が確保された推計モデルに将来ネットワークと H17 センサス H42OD を設定し、

将来交通量を推計した。 

④推計した将来交通量から見直し検討路線の必要車線数を検討した。 

 

２）評価結果 

 

 



 

 

 

４．４ まちづくりからみた評価 

１）評価指標の設定 

まちづくりに関連する定量的、定性的な評価項目を設定し、各路線の評価を行っ

た。また、事業実現性の検証に資する資料整理も同時に行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）各路線の評価 

見直し路線毎にカルテに評価項目を整理し、各項目ごとに評価を実施した。 

 



 

 

 

４．５ 見直し検討路線の評価 

１）評価カルテの作成 

見直し路線毎に評価内容をカルテに整理し、見直しの方向性を検討した。 

 

２）見直しの方向性評価結果 

見直しの方向性を以下に示す。 

 



 

 

 

４．６ 見直し案の作成 

１）見直し案の検討 

見直し必要路線について、代替機能の検討を行い、見直しの方向性の妥当性を検

証、再評価した。また、その結果を受けた見直し案を検討するとともに、機能保持

に必要な代替案についても検討した。 

以下に検討結果を整理したカルテを示す。 

 
 

２）ネットワークの妥当性の検証 

見直し案を反映した見直し後道路網について、将来交通量推計により、ネットワ

ークの妥当性を検証した。 

 

・全ての検討断面で混雑度は 1.00 未満となるため、将来交通需要に対応し

た路線配置といえる。 

・一方、路線で見た場合、混雑度が 1.00 以上の路線が存在するが、すべて

の路線が 1.25 未満であり、ピーク時に混雑が発生する可能性は残るが、

他の並行路線に転換が可能なため大きな問題ではない。 

 



 

 

 

４．７ 都市計画道路網見直し素案の作成 

都市計画道路網見直し素案を以下に示す。 

 


